
1 目的
義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の学力や学

習状況を把握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を図るとともに，学
校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況等の改善等に役立てる。さらに，そ
のような取組を通じて，教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

2 調査期日　　

令和４年４月１９日（火）

3 調査対象　　

　小学校　第６学年（国語，算数，理科，児童質問紙）

　中学校　第３学年（国語，数学，理科，生徒質問紙）

4 本校の参加状況

　①　国語　　　　６５　人

　②　算数　　　　６５　人

　③　理科　　　　６５　人

5 留意事項
(1) 本調査は，対象となる学年が限られており,実施教科が国語，算数，理科の３教科のみ

であることや，必ずしも学習指導要領全体を網羅するものでないことなどから，本調査
の結果については，児童が身に付けるべき学力の特定の一部分であることに留意するこ
とが必要となる。

(2) 　本校の傾向等を分かりやすく示すために分類・区分別の平均正答率などを公表した。

(3) 平均正答率の数値は調査結果のすべてを表すものではないため，「本年度の状況」，
「今後の指導の重点」などの分析を併せて記載した。

令和4年9月1日

【調査の概要】

　家庭や地域から「信頼される学校」であるためには，学校の状況や児童の実態を保護者や地域の
方々に十分御理解いただく必要があり，その上で，家庭や地域と一体となって児童を育てることが大
切であると考えています。
　こうした考えから，令和４年度「全国学力・学習状況調査」における本校児童の学力や学習状況の
概要について，以下のとおり公表します。
　また，調査結果は，学習指導の工夫・改善に役立てることが大切ですので，調査結果の分析，指導
の改善策などを併せて掲載します。

 

令和４年度「全国学力・学習状況調査」の結果概要について

宇都宮市立西原小学校



宇都宮市立西原小学校第６学年【国語】分類・区分別正答率

★本年度の国，市と本校の状況

【国語】

本校 市 国

67.8 70.7 69.0

68.6 81.1 77.9

65.7 68.2 66.2

55.9 48.9 48.5

64.7 67.9 66.6

68.0 72.5 70.5

62.7 63.2 62.0

★指導の工夫と改善 ○良好な状況が見られるもの　●課題が見られるもの

　Ｃ　読むこと

    平均正答率は，全国の平均正答率よりやや低かっ
た。
○　登場人物の気持ちを捉える問題では，栃木県や全
国の正答率を５％近く上回った。
●　複数の選択肢の中から「二つ」選ぶ問題で，１つし
か選んでおらず不正解になっている解答が２０％以上
あった。
●　物語の主題や自分の考えを書く問題では，条件を
満たしていない解答と無回答を合わせて３０％以上で
あった。

　Ｂ　書くこと

    平均正答率は，全国の平均正答率より高かった。
○　友達が書いた文章のよさを伝える文章を書く問題
では，栃木県や全国の正答率を５％以上上回った。
●　段落ごとに，文章がどのような役割をもつかを問う
問題では，栃木県や全国の正答率を下回った。

本年度
分類 区分

 思考・判断・表現

 Ａ　話すこと・聞くこと

知識・技能

Ｃ　読むこと

・問題文をよく読み，求められていることに印をつけるなど
して正しく答えることができる意識を高めていく。
・説明文や物語文を読む際に，主題や著者が読み手に伝
えいたいことことを捉えることができるように，文章の展開
や山場での登場人物の気持ちの変化に気を付けて読解
の活動を行う。

（１）言語の特徴や
　　　使い方に関する事
項

    平均正答率は，全国の平均正答率より低かった。
○　話し合いにおける発言の理由として適切なものを
選択する問題では，栃木県や全国の平均正答率を上
回っており発言の意図や効果を適切に理解することが
できている。
●　文章の中で使われている言葉を漢字に書き直す
問題では，無回答と不正解を合わせると３０％近かっ
た。

・言葉の意味を正しく理解したり、理解した言葉を文中で正
しく使ったりすることができるように、漢字練習を指導して
いく。また、計画的に既習漢字の復習を行うことで定着を
図る。

　Ａ　話すこと・聞くこ
と

    平均正答率は，全国の平均正答率よりやや低かっ
た。
○　無回答の割合が栃木県や全国よりも低かった。
●「公園をきれいにしよう」というテーマについて，アイ
デアとそれに付随する問題点の解決方法を書く問題で
は，解決方法を書くことや文章中から言葉や文を引用
することなどの４つの条件に満たない解答が５０％以
上であった。

・質問されたことに対して正しく答えることを意識することを
徹底する。
・各教科の学習において振り返りを書く際、「何行以上で書
く」「この言葉を使って書く」「このことについて自分の考え
を書く」などの条件を示し，題意を捉えて記述することに慣
れさせていく。
・作文を宿題に課し，様々なテーマについて自分の意見を
もったりその理由を２～３点考えたりすることができるよう
にしていく。
・文章のもつ役割について，「自分の考え」と「理由」，「事
実」と「感想」，「引用」などの言葉の意味を具体的な文章
例と結び付けながら理解することができるようにしていく。
・説明文や物語文を読む際に，その段落が文章全体の中
でどのような役割を果たしているかを抽象的に捉えること
ができるように文章構成を把握する活動を行う。

（３）我が国の言語文化
に
　　　関する事項

    平均正答率は，全国の平均正答率より低かった。
●　手紙を清書したとき、書写の分野においてどのよう
に書き方を整えたかを選択する問題では，栃木県や全
国の正答率より１０％低く，無回答も約１０％であった。

・書写の学習の中で、修正前の文字や文章から問題点を
見つける活動において一人ひとりがしっかりと意見をもっ
たり確かめ合ったりする時間を確保し、何をどのように改
善していくとよいかという方向性を定められるようにしてい
く。

分類・区分 本年度の状況 今後の指導の重点

Ｂ　書くこと

  （３）　我が国の言語文化に関する事項

 （２）　情報の扱い方に関する事項

観
点

領
域
等

  （１）　言葉の特徴や使い方に関する事項

 主体的に学習に取り組む態度
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宇都宮市立西原小学校第６学年【算数】分類・区分別正答率

★本年度の国，市と本校の状況

【算数】

本校 市 国

65.7 69.5 69.8

59.3 65.4 64.0

46.6 49.3 51.3

66.0 68.0 68.7

64.5 67.3 68.2

52.1 57.3 56.7

★指導の工夫と改善 ○良好な状況が見られるもの　●課題が見られるもの

　平均正答率は全国，市の平均より低かった。
○[示された場面を解釈し，除法で求めることができ
る理由を記述する問題」の正答率が全国より４.４ポ
イント高かった。
●被乗数に空位のある整数の乗法の計算をする問
題のの正答率が，全国より８.１ポイント低かった。

・問題場面から情報を収集した上で条件に合うものを判
断して解釈し，思考を深める学習を行うようにする。また，
解決した後に使った式を問題場面に戻って振り返る場を
設定することも児童の状況に応じて取り入れながら授業
を行っていく。
・基礎となる計算技能を高めるよう，チェックテストを行
い，つまずきに応じた補充指導を行っていく。

　Ｄ　データの活用

　平均正答率は全国，市の平均よりやや低かった。
〇目的に応じて円グラフを選択し，必要な情報を読
み取る問題で正答率が高かった。
●「分類整理されたデータを基に，目的に応じて
データの特徴を捉え考察する問題」の正答率が，全
国より３．１ポイント低かった。

・授業の中で，グラフから資料の特徴や傾向を読み取る
学習を行う際に，グラフから分かることを伝え合う時間を
十分にとる。また，グラフのどの部分に着目して読み取っ
たのかについても説明することが出来るよう指導してい
く。

分類 区分
本年度

Ａ　数と計算

B　図形

Ｃ　測定

Ｃ　変化と関係

領
域

Ｄ　データの活用

 知識・技能

 思考・判断・表現

 主体的に学習に取り組む態度

観
点

今後の指導の重点

　Ｃ　変化と関係

　平均正答率は全国，市の平均より低かった。
〇百分率で表された割合を分数で表す問題で正答
率が高かった。
●「伴って変わる二つの数量が比例の関係にあるこ
とを用いて，未知の数量の求め方と答えを記述する
問題」の正答率が，全国より１０．７ポイント低かっ
た。

・比例などの伴って変わる二つの数量の関係についての
理解が深められるよう，その思考過程や結果を表現した
り，説明したりする学習を授業で行うようにする。
・図や表を利用して視覚的に場面を捉えさせる等，問題
場面と式のつながりを明確に理解できるようにする。

　Ｂ　図形

　平均正答率は全国，市の平均より低かった。
〇長方形のプログラムについて，向かい合う辺の長
さを書く問題で正答率が高かった。
●「示されたプログラムについて，正三角形をかくこ
とができる正しいプログラムに書き直す問題」の正
答率が，全国より７．６ポイント低かった。

・図形の構成要素の意味や性質を基にして問題場面をと
らえ，回転の大きさとしての角の大きさに着目して考察し
ながら問題解決をする学習を行うようにする。

分類・区分 本年度の状況

　A　数と計算
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宇都宮市立西原小学校第６学年【理科】分類・区分別正答率

★本年度の国，市と本校の状況

【理科】

本校 市 国

48.0 51.7 51.6

58.4 63.5 60.4

77.6 76.8 75.0

60.4 66.1 64.6

64.4 65.9 62.5

60.1 64.6 63.7

★指導の工夫と改善 ○良好な状況が見られるもの　●課題が見られるもの

　「地球」を
　柱とする領域

   平均正答率は，全国の平均正答率より低かった。
○鉄棒に付着していた水滴と氷の粒は，何が変化したものかを書
く問題では，全国や県の平均を上回っている。水は水蒸気になっ
て空気中に含まれていることを理解していることがわかる。
●「冬の晴れた夜は，気温が下がる」ことを「冬の数日間の天気と
気温の変化」の資料のどの部分からわかるのか選ぶ問題では，
県や全国の平均正答率を大きく下回った。観察などで得た結果
を，結果からいえることの視点で分析して，解釈し，自分の考えを
もつことに課題が見られた。

・実験を行う際には，児童の予想を確かめるために
は，どのように実験したらよいか，実験の結果から何
が分かるのかについて十分に話し合わせ，見通しを持
たせながら実験を行ったり，結果を考察したりしていく。

　「粒子」を
　柱とする領域

  平均正答率は，全国の平均正答率より低かった。
○水溶液の凍り方について，実験の結果を基にそれぞれの水溶
液が「凍る温度を見出し，問題に対するまとめを選ぶ問題の平均
正答率は，全国や県の平均を上回っている。問題に対するまとめ
を検討，改善した考えを選択することができることがわかる。
●凍った水溶液の結果から，新たに試してみたいことを基に，見
出された問題を書く問題では，県や国の平均正答率を大きく下
回った。自然の事物・現象から得た情報から，新たな問題を見つ
け，記述することに課題が見られた。無解答率も１１％を越え，文
意を正しく理解できていない児童も多いと思われる。

・自然の事物・現象に関する実験結果の考察後，学び
が自分たちの生活場面においてどのように活用される
のか，新たな問題がないか考える場面を設け，実験と
実験がつながりをもって行えるようにする。

　「生命」を
　柱とする領域

   平均正答率は，全国の平均正答率より高かった。
○昆虫の体のつくりの特徴を基に，ナナホシテントウが昆虫である
かどうかを説明するための視点を選ぶ問題では，県や国の平均正
答率を１０ポイント以上，上回っている。昆虫の体のつくりを正しく
理解していることがわかる。
●資料を基に，カブトムシは育ち方と主な食べ物の特徴から二次
元の表のどこに当てはまるのか選ぶ問題では，県や国の平均正
答率を下回った。提示された情報を，複数の視点で分析して解釈
し，自分の考えをもつことに課題が見られた。

・学習で得た知識や調べた事物と他の事物の特徴を
比較して共通点や関連性はあるのかなどを書いたり，
話し合ったりする活動を行っていく。
・実験結果の考察や授業の振り返りで，自分の考えを
ノートにまとめる活動を今後も十分に時間をかけて
行っていく。また，お互いの考えを発表した際には，比
較・検討する活動も行っていく。

分類・区分 本年度の状況 今後の指導の重点

　「エネルギー」を
　柱とする領域

    平均正答率は，全国の平均正答率より低かった。
○光の性質を基に，鏡を操作して，指定した的に反射させた日光
を当てることができる人を選ぶ問題では，県や全国の平均を上
回っている。日光は直進することを理解できていることがわかる。
●「鏡ではね返した日光の位置が変化していることを基に，継続し
て同じ条件で実験を行うために，実験の方法を見直し，新たに追
加した手順を書く問題」「問題に対するまとめから，その根拠を実
験の結果を基にして書く問題」では，正答率は県や全国の平均よ
り低く，無解答率も１０％程度であった。実験の検討をして改善した
り，問題の視点で分析したりして，自分の考えをもって記述するこ
とに課題が見られた。

・問題（何を知るための実験），実験（どのような方法で
実験），考察（結果から何が分かる）が明確になるよう
な板書やノート指導を行い，児童が上記の３つをセット
にして思考がつながるような学習を進めらえるようにす
る。また「結果から分かること」については，自分の言
葉で話したりまとめたりする活動を設ける。

観
点

 知識・技能

 思考・判断・表現

 主体的に学習に取り組む態度
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本年度

領
域
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宇都宮市立西原小学校 第６学年 児童質問紙

★傾向と今後の指導上の工夫 ○良好な状況が見られるもの　●課題が見られるもの

宇都宮市立西原小学校（第６学年）
学力向上に向けた学校全体での取組

★学校全体で，重点を置いて取り組んでいること

★学校全体で，今後新たに重点を置いて取り組むこと
調査結果等に見られた課題 重点的な取組 取組の具体的な内容

・国語「我が国の言語文化に関する事
項」の平均正答率が低い。

・算数「図形」の平均正答率が低い。

・理科「地球」を柱とする領域の平均正答
率が低い。

・書写の学習における指導
の工夫

・半具体物や図の効果的
な活用
・実験の見通しや結果の考
察などについての十分な
話合い

・授業の振り返りや自分の考えを自分の言葉で書く
ような場面を意図的に設ける。

・文章の意味を捉えにくい問題など，絵や図，具体
物などを積極的に活用し，視覚的に理解できるよう
にする。
・実験や観察を通して，予想や考察など自分の考
えをもてるよう，グループで十分に話し合えるような
時間を設ける。

○「難しいことでも失敗を恐れないで挑戦していますか」「学校に行くのは楽しいと思いますか」「友達と協力するのは,楽し
いと思いますか」の質問について,肯定的回答の割合が国や県と比べて高かった。授業や学級活動,児童会活動などに積
極的に取り組み,毎時間の授業の振り返りや児童の良さを相互に認め合ったり,児童の内面の頑張りや成長を教師が認め
たり励ましたりしている成果だと考えられる。今後も,自己肯定感や自己有用感を育み,周りと協調しながら努力していくこと
ができるように支援していく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇「５年生までに受けた授業で,PC・タブレットなどのICT機器を,
どの程度使用しましたか」「学校で,授業中に自分で調べる場面で,PC・タブレット・ICT機器をどの程度使っていますか」の質
問について,肯定的回答が国や県と比べて高かった。家庭では宿題や自主学習に,学校では,授業中にほぼ毎日使用して
いる。学校で友達と意見を交換する場面でも自分の考えをまとめたり発表する場面でも,タブレットを上手く活用し,学習の中
で役立てている。今後も継続して,タブレットを学習に活かしていけるように支援していく。
●「普段,１日当たりどれくらいの時間,テレビゲームをしますか」「普段,１日当たりどれくらいの時間,携帯電話やスマートフォ
ンやSNSや動画視聴などをしますか」の質問について,4時間以上と回答した児童が国や県と比べて高かった。学級指導で
全体に指導すると共に個人的にも指導をし,規則正しい生活や時間の使い方について支援していく。同時に家庭との連携
を図っていきたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　○「国語の勉強は好きですか」「国語の勉強は大切だと思いますか」「国語
の授業の内容はよく分かりますか」の質問について肯定的回答の割合は,国や県と比べて高かった。学習の流れをよく理
解し,国語への学習意欲が高いと伺える。普段の授業で行っている問題解決的な学習を今後も継続して行っていく。
●「算数の勉強は好きですか」「算数の授業の内容はよく分かりますか」「算数の授業で問題を解くとき,もっと簡単に解く方
法がないか考えますか」の質問について,肯定的回答の割合が国や県よりも低かった。教科制ということで,質問したり復習
したりという時間が取れていないことも伺える。児童が宿題や自主学習などで進んで授業の予習・復習に取り組めるように,
内容を検討して課題に出したり,家庭学習の時間が確保できるように呼び掛けをしたりして支援していく。
●「理科の勉強は大切だと思いますか」の質問についての肯定的回答の割合は,国や県と比べて低かった。理科の授業の
内容はよく分かるが,自分の予想をもとに観察や実験の計画を立てたり,どのようなことが分かったのかを考えたりすること
は苦手なようである。PC・タブレットなどのICT機器を利用して,分からないことをじっくり時間を掛けて調べさせたり,理科の
学習の楽しさを伝えたりしていく。

重点的な取組 取組の具体的な内容 取組に関わる調査結果

・基礎・基本の確実な定
着，児童の実態に応じたき
め細かな指導

・児童が主体的に取り組め
るような学習の展開や場の
設定，思考力や表現力を
育てる指導の工夫・改善

・今年度より 教科担任制を取り入れ，専
門性を生かした指導を続けている。また
AIドリルの活用や，朝の学習，家庭学習
の実施方法等についての共通理解も図
り，指導を積み重ねてきた。

・主に体育の学習を通して，振り返り活動
の充実，児童が主体的に取り組めるよう
な授業の在り方・思考が見えるようなノー
ト指導の工夫などを行ってきた。それを他
教科にも応用していくようにしている。ま
た学び合いの場の設定については，個人
端末の活用や，新型コロナウイルスの感
染状況に合わせた予防対策を取るなどし
て，工夫して行った。

・国語の「書くこと」，理科の「生命を柱とする領域」
は，市や全国の平均正答率よりも高かった。しか
し，特に算数においては，市や全国の平均正答率
を下回った。学年が進むにつれ，学習内容も難しく
なり，前学年までの学習内容が定着していない可
能性もあるので，AIドリルなどを活用し，全学年ま
での復習を行っていくとともに，日々の授業やモ
ジュールなど朝の学習，家庭学習の指導の在り方
を見直し，学校全体できめ細やかな指導を行って
いく。

・質問紙から，「５年生までに受けた授業で，PC・タ
ブレットなどのICT機器を，どの程度使用しました
か」の回答で「ほぼ毎日」「週に３回以上」と回答し
た児童が９０％以上おり，市や県の状況と比べて
ICT機器が十分に活用されていることが分かる。今
後も発達段階に応じた活用や，学び合いの場の設
定を行い，学びを深められるようにしていきたい。


